
すずかけ台キャンバスで開講

研究カ・チームワーク・アイデア創出を細速するための戦略的スキルの習得

実践型アントレプレナー人材育成プログラム

(PYEYEYC~ 
Practical-Based Entrepreneurship Education Courses 

特簿門郭取iログラムとは

修士課程博士後期課程又は専門聴学位課程

に在学する学生を対象に最先端分野や社会

的な課題に対応するため，横断的かつ機動的

な教育拠点を編成し、プロジェクト的に大学

院課程の先端的教育及び実務的人材簑成を行

うことを目的に，複数のコース等が共同して

教育を実施しています

東京工業大学特別専門学修プログラム

実践型アントレプレナー人材育成プログラム
平成29年度東工大教育賞優秀賞受賞

現代社会では，将来を牽引する新規産業創出に向けたイノベーションを活性化する

ため，大学シーズを基にしたスタートアップ企業の創出や既存企業による新事業の

創出を促進する人材の育成が強く求められています．

本プログラムでは、複数の実践的な PBL演習，アクティブラーニング， MOT教育

等によリ創造性，問題設定力，課題解決力，チームワークカ，ビジネスマインド，

事業化方法論，起業家精神，事業化手法等が修得できます．

東工大ならではのアントレプレナー人材

本プログラム履修対象者

修士課程・専門職学位課程に在籍する学生

プログラム担当教員

梶原将

生命理工学院
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プログラム主査 夏
八木透
工学院
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林智広

物質理工学院

うイ7Iンク•こ7リンゲJ-ス

小倉俊一郎

生命理工学院

うイ7Iンシ•こアリング］ース

中村信大

生命理工学院

生命理工学コース

秦猛志

生命理工学院

生命理工学コース

那須聖

環境・社会理工学院

都市・環境学コース
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デザイン患考

諜 ・鐸題鰯決型患考

ユーザ中心設計

奥践的課題

ProjedBasedl.eaning 

アクティブラーニング

グループワーク

企這吐主且

デ;;:rツjl」坦ぷ辺

Ql 

帽

行動直

事

イノペーショ~
ビジネスプラン

ビジネスマインド

アントレブレナーシップ

汀AITT
分野をまたぐ多彩な東工大教員と外部講師，他大学，

病院，企業からなる強力なチームによリ授業を行います．

プログラム修了要件：

プログラムの特別専門科目の中から8単位以上を修得した場合， ※1履修人数に制限があります．

実践型アントレプレナー人材育成特別専門学修プログラムを修了
※2「デザイン創造径礎」の履修が必要です．
※3本欄に記されたコースの学生は，標準

したものと認定しますただし、学生が選択するコース等が定め 学習謀程に当該科目が含まれており、プロ
る標準学修課程に含まれていない科目のうち，8単位以上修得す グラム修了要件とすることはできません．

る必要があります．

科目区分科目コード科目名 単位数 開講Q
櫨畢学讐朧糧科目'※-3-

としているコース

400 HCB.C402 デザイン創造基礎※1 1-1-。 01 ライフエンジニアリングコース
LST.A413 企業社会論 2-0・0 Q1/2 生命理工学コース

HCB.C403 デザイン創造フィールドワーク ※2 1-1-0 Q2 

ESD.H409 スクートアップ最前線 2-0・0 Q3 エンジニアリングデザインコース

UDE.E431 人間環境デザイン研究の実践第一 1-0-0 Q3 都市・環境学コース

UDE.E432 人間環境デザイン研究の実践第二 1-0•0 Q4 都・環境芋コース

500 HCB.CS01 デザイン創造実践※2 1-2-0 Q3/4 

HCB.C502 事業創出マネジメント 0.6-0-0.4 Q3/4 

TIM.0516 アントレブレナーシップと事業創成1 1-0-0 Q3 技術経営専？慣菖学位諜阻

TlM.0517 アントレプレナーシップと事業創成II 1--0-0 Q4 技術経営』りrM＇ョ↑と位贔ニー程



2019年度 すずかけ台キャンパスで開講（日本語）
東京工業大学 大学院特別専門学修プログラム

実践型アントレプレナー人材育成プログラム

I -
履修対象者：修士課程および専門職学位課程の学生

I 
初回 （デザイン創造基礎）

4月9日 （火）13:20-

すずかけ台キャンバス

81棟3F,PEECsラボ

妻事前登録

締切： 4月4日(*)16:00 

下記URLもしくは右のQRコードより

https://goo.gl/fo『ms/mbhRRphb0p6XjWKo1瓢
目的
起業や新規事業に挑戦し，価値創

造と社会変革（イノベーション）

を導ける人材の養成を目指します．

内容
実践的な課題解決型学習 (PBL)お

よび座学演習を通して，創造性，

課題発見・解決力，チームワークカ，

ビジネスマイン ド， 事業化方法論

などを修得できます．多くの企業

で導入され始めている“デザイン

思考＂（イノベーション創出の手法）

を学べます！

講師
トレーニングを受けた学内教員

他大学教員，プロインタビュアー，

企業官公庁，病院からなる指導

チームを編成しています．

講義の様子

ワークショップ形式で 病院や官公庁で現地調査を行い

デザイン思考を習得 課題やニーズを発見

デザイン創造実践(3Q,4Q) 事業創出マネージメント (40)
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ユーザー視点で課題を解決するための 事業化方法論や知財戦略基礎を習得し

プロダクトやサービスを捉案 事業化シュミレーションを実施

開放的な学習環境と制作設備

PEECsラボ

専用の学習礫境を

Bl棟3階に整備しました．

ライブラリー

休憩スベース
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プロトタイプ作成のための工作機器もあります．

賓践悶アントレプレナー人材冑成プログラム

(PJeJel環
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問い合わせ先： ライフエンジニアリングコース：小倉 (sogura@bio.titech.ac.jp)

生命理工学コース：中村 (nnakamur@bio.titech.ac.jp)

都市・環境学コース：那須 (nasu.s.aa@m.titech.ac.jp)




